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生態系配慮に関連した技術参考資料として、「環境との調和
に配慮した事業実施のための調査計画・設計の手引き」
(第１編（基本的な考え方、水路整備）H14.3、
 第２編（ため池整備、農道整備、移入種）H15.4、
 第３編（ほ場整備（水田・畑）H16.5））、
「環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画・
設計の技術指針」を策定（H18.3策定、H27.5改定）。

＜構成＞
○手引きは 景観配慮に関する基本的な考え方と手順から構成
○技術指針は  「手引き」の考え方や手順を踏まえ蓄積された事例等から構成

①手引き(H18.8)
（農村振興局企画部長、

整備部長通知）

景観配慮に関する基本的な
考え方と手順を示した

技術参考資料

②技術指針(H30.5)
（農村振興局整備部長通知）

手引きの考え方を踏まえ蓄積
された事例等により、景観配
慮手法の現場適用性向上を
目的とした技術参考資料

景観配慮

環境配慮

１ 技術指針の内容及び構成

○  農業農村整備事業においては、平成13年に土地改良法を改正し、事業実施の原則として「環境との調和に
配慮すること」が位置付け。

○ 平成16年には、地方公共団体における景観条例の制定の動向や国民の景観に対する関心の高まり等を
 背景に、「景観法」が制定されている。

○   こうした動きを踏まえ、「環境との調和に配慮すること」のうち、景観配慮については、農村景観を保全、
 形成するための基本構想など農地及び農業水利施設等の景観設計を行うために必要な調査、計画、設計等
の考え方及び手法を明らかにすることを目的に「農業農村整備事業における景観配慮の手引き」が
平成１８年８月に制定。

○  また、調査から維持管理に至る各段階の景観配慮手法を具体化し、景観配慮の取組の現場適用性向上を
目的とした技術参考資料として、「農業農村整備事業における景観配慮の技術指針」が平成30年５月に制定。

生態系配慮（参考）

改定の対象
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２ 技術指針改定の背景

【これまでの制改定経緯】

【今回の改定の背景】

技術指針制定（平成３０年５月）から約６年経過しており、一層の農村景観の保全・
形成の推進を図るため、安全対策やスマート農業の導入といった社会情勢の変化
等への対応、景観配慮を契機とした地域づくりの留意点や、蓄積した取組事例等を
技術指針に的確に反映させる必要がある。

・土地改良法改正により「環境との調和に配慮すること」が原則化

平成１８年
制 定

平成３０年
制 定

・ 「農業農村整備事業における景観配慮の技術指針」を制定

２

平成１３年

・「農業農村整備事業における景観配慮の手引き」を制定

平成１６年 ・景観法制定



○ 農業農村振興整備部会技術小委員会で審議の後、令和６年度内に同部会に対して結果を報告
○ 審議結果を踏まえ、「農業農村整備事業における景観配慮の技術指針」を改定予定

３ 改定スケジュール（案）

＜令和６年度＞

１０月１０日農業農村振興整備部会（技術小委員会へ付託）

１１月２５日同部会技術小委員会（１回目審議 ※ ）

※１回目の審議後に、農林水産省のホームページ等を通じ、パブリックコメントを実施

２月技術小委員会（２回目審議）

農業農村振興整備部会（報告）

審議結果を踏まえ、「農業農村整備事業における景観配慮の技術指針」 を改定予定

３



検討項目 主な改定内容

（１）社会情勢の変化等への対応
（文言統一、修正等含む）

①景観配慮と安全対策（防護柵、木製素材の経年劣化等）
②スマート農業等の農業農村の情勢変化を踏まえた解説

 及び参考資料の追記
③用語の明確化
（農村景観の定義、水田景観・畑地景観の解説等）

（２）景観配慮を契機とした地域づくり
の留意点

①計画段階からの「景観資源の認知拡大及び地域づくりの気
運醸成を通じた景観資源の価値を高める仕組みづくり」の
追記

②「多様な主体の参画による農村景観の保全・形成」の追記

（３）取組事例の追記 ①農道整備、ほ場整備、畑地整備の景観配慮事例追記

４ 農業農村整備事業における景観配慮の技術指針の
主な改定内容（案）

４



【主な改定内容➀】 第5章 設計 5.3.4景観との調和に配慮した設計に当たっての考え方と留意点

（１）社会情勢の変化等への対応に係る改定

【主な改定内容①】 第3章 景観形成の基本的な考え方 3.2.4 農業水利施設

〇水路、ダム及びため池の安全対策を行う際の景観形成上の留意事項を追記（Ｐ１８～１９）

（現行） （改定案）

（１）水路
（略）
（記載なし）

（２）ダム及びため池
（略）
（記載なし）

（１）水路
（略）

   水路に設置する防護柵等の安全施設は、水路との境界を明確にし、水路への転落・進入を
防止するために設置されるものである。

 近年、農村地域の高齢化及び都市化･混住化に伴い、水路への転落事故の発生が増加する
とともに、その危険性が増大している。防護柵等の設置・管理に当たっては、安全性確保が一
義的に求められるため、地域住民等の通行量や転落した場合の水深等を考慮の上、設置場所
を決定するとともに、所定の強度も備える必要がある。その際、防護柵等の形・色彩といった視
認性を確保した上で、周辺景観との調和にも配慮した検討が求められる。
（２）ダム及びため池
（略）
 ダム及びため池の防護柵等の景観配慮に際しては、水路と同様に、安全性の確保に加え、
施設の視認性を確保した上で、周辺景観との調和に配慮した検討が求められる。

〇設計時の素材の検討に関して、木材などの自然素材を活用する場合の安全性に留意する点等
を追記（Ｐ９３）

（現行） （改定案）

（５）素材の検討
（略）
（記載なし）

（５）素材の検討
（略）
 木材などの自然素材は、経年変化により周辺になじみ、良好な景観を形成する効果が期待
される一方で、耐久性に留意することが求められる。また、自然素材の肌理（きめ）や風合い

    などの素材感は、近距離かつ歩行などの低速度又は立ち止まった状態では視認することが
    でき、その素材感から安らぎや癒しを感じることができるものの、遠距離又は移動速度が速
    いと視認することが困難となる。木柵等の採用に当たっては、自然素材が有する独特な風
    合いなどの景観配慮の効果や安全性を維持するため、適切な管理・更新を行うことが重要
    であるが、素材の耐久性や視点場までの距離、移動速度にも留意することが求められる。

なお、素材の検討に当たっては、適切な管理・更新による安全性や景観配慮対策を総合
的に勘案して決定することが求められる。

５



【主な改定内容➀】
第5章 設計 5.3景観との調和に配慮した設計の決定 参考資料５ー３

〇水路の安全対策について、具体例を交えた
参考資料を追記（Ｐ９５）

（現行） （改定案）

1～４（略）
参考資料５－２ （略）

（記載なし）

６

1～４（略）
参考資料５－２（略）



【主な改定内容➀】 第5章 設計 5.3景観との調和に配慮した設計の決定 参考資料５－５

（現行） （改定案）

〇素材の経年劣化について、参考資料を追記（Ｐ９６）

７

1～４（略）
参考資料
５－２～５－４（略）

（記載なし）

1～４（略）
参考資料
５－２～５－４（略）

注２)「QRコード」
「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標である。



【主な改定内容②】 第3章 景観形成の基本的な考え方 3.1.4 農業に係る生産技術の進展と景観配慮対策

（現行）

1～３（略）

（記載なし）

（改定案）

〇スマート農業の進展が景観構成要素に与えると考えられる影響を追記（Ｐ１２～１３）

4 . 農業に係る生産技術の進展と景観配慮対策
     ロボット、ＡＩ、IoTなど先端技術を活用するスマート農業の進展は、肥料・農薬等の資材費の削
減や農業生産の効率化、農産物の高付加価値化を実現し、意欲ある農業者が自らの経営戦略
を実現するためのツールになることが期待されている。

     農業農村整備事業においては、こうしたスマート農業に対応した基盤整備の在り方も検討され
ている。自動操舵トラクターや小型ＵＡＶ（ドローン）などの導入に当たり、これまで農村には無かっ 
た通信基地局などの設備の設置などスマート農業に対応した基盤整備が想定される。
 無人運転による自動走行農機を導入する場合は、自動走行農機が作業を行う閉鎖区域を設け
る際に、その進入路をカラー舗装するという安全対策が考えられるが、その際には景観配慮の
「対比調和」の考え方に基づいた色彩の検討が考えられる。

８

1～３（略）



【主な改定内容②】第5章 設計 5.3景観との調和に配慮した設計の決定 参考資料５－４

（現行） （改定案）

〇スマート農業に対応した基盤整備における景観配慮対策の検討（Ｐ９６）

９

1～４（略）
参考資料５－２（略）

（記載なし）

1～４（略）
参考資料５－２（略）
参考資料５－３（略）

注１)「対比調和」
周辺の景観構成要素との差異を明確にし、対比的な調和を図る考え方。



【主な改定内容③】第２章 農村景観の特徴と景観形成 2.1農村景観の特徴

（現行） （改定案）

〇「農村景観」の定義の明確化（Ｐ３）

１.農村景観の特徴
 （略）
農村景観は、生産と生活に伴った秩序を反映し
た美しさ、自然環境がもつ多様な美しさ、地域の
伝統行事や文化などが醸し出す伝統的な美しさな
どを有し、地域住民にやすらぎや充足感をもたら
し、生活に潤いを与えるとともに、都市住民にとっ
ても、価値ある原風景として認識されている。

こうした美しい農村景観は、地域の自然や農業
と人々の暮らし、文化の継承を背景として、地域
の個性を活かし歴史的に形成されており、農業が
持続的に行われるとともに、農村の活力が維持、
向上されることにより保全されるものである。

１.農村景観の特徴
 （略）
 農村景観とは、地形、気候による地域独特の風
土の下、継続的な農業生産活動により形作られた
水田等の農地、水路・ため池等の農業水利施設、
人々の生活の営みの場となる集落、雑木林・鎮守
の森等により、歴史的・文化的な背景を基に形成
された景観である。
   農村景観は、生産と生活に伴った秩序を反映し
た美しさ、自然環境がもつ多様な美しさ、地域の
伝統行事や文化などが醸し出す伝統的な美しさな
どを有し、地域住民に安らぎや充足感をもたらし、
生活に潤いを与えるものである。また、農村景
観は価値のある原風景として認識されており、こ
れを地域資源のひとつとして活用したイベント及
び地域づくりも行われている。
   なお、良好な農村景観は、地域の自然と人々の
暮らし・文化の継承を背景として、地域の個性を
生かし歴史的に形成されており、農業が持続的に
行われるとともに、農村の活力が維持・向上され
ることにより保たれる。
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【主な改定内容③】第２章 農村景観の特徴と景観形成 2.1農村景観の特徴

〇水田景観と畑地景観の特徴の追記（Ｐ４）

１（略）
（記載なし）

（現行） （改定案）

11

１（略）



【主な改定内容➀】第４章 調査及び計画 4.2.1 計画の進め方

（２）景観配慮を契機とした地域づくりの留意点に係る改定

○計画段階における景観資源の認知拡大、地域づくりへの気運醸成により、景観資源の価値を高
める仕組みを検討することが重要であることを追記。（Ｐ５７）

１．（略）
２．計画の進め方

(1）（略）
(2) 景観配慮計画の作成
景観配慮計画は、景観との調和に配慮した整

備対象施設について、可視領域を対象として作
成するものである。また、調査によって得られた
情報等を踏まえ、視点場と景観への影響を検討
し、施設整備の基本的な考え方を示す景観配慮
方針を踏まえた配慮対策、維持管理計画、実施
に当たっての留意点や推進体制等を定める。景
観配慮計画の作成に当たっては、地域の景観資
源の認知拡大や、地域づくりへの気運醸成を通
じ、景観資源の価値を高める仕組みを検討する
ことも重要である。

（現行） （改定案）

１．（略）
２．計画の進め方

(1)（略）
(2) 景観配慮計画の作成
 景観配慮計画は、景観との調和に配慮した整
  備対象施設について、可視領域を対象として作
成するものである。また、調査によって得られた
情報等を踏まえ、視点場と景観への影響を検討
し、施設整備の基本的な考え方を示す景観配慮
方針を踏まえた配慮対策、維持管理計画、実施
に当たっての留意点や推進体制等を定める。
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【主な改定内容➀】第4章 調査及び計画 4.2計画

（改定案（Ｐ５９～６０））

13



【主な改定内容②】 第6章 施工及び維持管理 6.2維持管理

○多様な主体の維持管理等への参画を促す観点を追記（Ｐ１５１）

１．（略）
２．（略）
３．地域住民による景観形成活動
   景観配慮対策の効果を持続的に発揮するため、
維持管理計画の策定時において、整備後に地域と
維持管理協定を締結するなどの検討を行う。
また、協定を維持するための管理組織の構築、

それぞれの集落若しくは個人単位での作業頻度や
内容など、維持管理の実施に向けた詳細な内容に
ついて、施設管理者、関係行政機関等を含め、地
域住民の間で合意形成を図ることが重要である。そ
の際、多様な住民参加を促す観点からの検討を行
うことも重要である。

（現行） （改定案）

１．（略）
２．（略）
３．地域住民による景観形成活動
   景観配慮対策の効果を持続的に発揮するため、
維持管理計画の策定時において、整備後に地域と
維持管理協定を締結するなどの検討を行う。
また、協定を維持するための管理組織の構築、そ
れぞれの集落若しくは個人単位での作業頻度や内
容など、維持管理の実施に向けた詳細な内容につ
いて、施設管理者、関係行政機関等を含め、地域
住民の間で合意形成を図ることが重要である。

14



【主な改定内容②】第６章 施工及び維持管理 6.2維持管理

（改定案Ｐ１５２～Ｐ１５３）

15



【主な改定内容➀】 第４章 調査及び計画 4.2.4 景観配慮計画の作成

  第５章 設計 5.3  景観との調和に配慮した設計の決定、設計 5.4   景観配慮対策の決定
  第６章 施工及び維持管理 6.1 施工

○調査及び計画、設計、施工及び維持管理の各段階において、農道整備、ほ場整備、畑地整備の
景観配慮事例を追記（P８５～８７農道整備、P１２５～１２７ほ場整備及び農道整備、P１４１～１４２
農道整備、Ｐ１４６～１４７畑地整備）

①４．２．４ 景観配慮計画の作成
 参考事例４－４～４－８（略）
（記載なし）

②５．３ 表５－１ 事業工種別景観配慮対策
の事例（略）
ほ場整備
農道

③５．４ 景観配慮対策の決定
 参考事例５－１～５（略）

   （記載なし）

④６．１ 施工
参考事例６－１（略）
（記載なし）

（現行）
（改定案）代表的な事例の概要は次ページに記載

（３）取組事例の追記

①４．２．４ 景観配慮計画の作成
  参考事例４－４～４－８（略）
参考事例４－９ 農道整備における路線変更等による里道

の保全（県営中山間地域総合整備事業東祖谷地区）

②５．３ 表５－１ 事業工種別景観配慮対策の事例（略）
 ほ場整備

   国営農地再編整備事業 由仁地区 他２地区
   農道整備

   広域営農団地農道整備事業空知南部地区

③５．４ 参考事例５－１～５（略）

参考事例５－６ 「石垣田」の景観に配慮した農道整備

（県営中山間地域総合整備事業津南地区）

④ ６．１ 参考事例６－１（略）

参考事例６－２ 畑地帯における現場発生材を利用し従前
景観の特徴を継承した例
（県営畑地帯総合整備事業 溜水・妙見地区）
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［農道整備における路線変更等による里道の保全］
県営中山間地域総合整備事業 東祖谷地区（徳島県三好市））

○ 東祖谷落合（ひがしいやおちあい）は、徳島県西部の山岳地域で山の急斜面に沿って
広がる集落であり、江戸中期から昭和初期に建造の家屋や石垣が急斜面に張り付くよう
に造られている。斜面いっぱいに耕作地と民家や石垣が一体となった面的に広がる壮大
な景観が展開しており、平成17年12月には文化庁により重要伝統的建造物群保存地区に
選定された。

○ 地区内を横断する農道の整備に当たり、重要伝統的建造物群保存地区に指定されたこ
とを受け、農業生産基盤としての機能を維持しながら、可能な限り景観への配慮を行うこ
とを踏まえ、路線及び構造形式を再検討した。

   ➀  路線計画の変更

        ・景観形成上重要な建造物である里道保全のため、農道延長を縮小

   ②  工法・材料の変更  

     ・当初はコンクリート擁壁工を計画していたが、壁面の緑化を図るため、補強盛土壁工

に変更した。

     ・間伐材使用の防護柵に変更

○   景観に配慮した施工及び整備後の景観形成
   農道整備後、地域住民による沿道の植栽や、施設管理者（三好市）による既存ガード
レールの茶系の色彩への再塗装、農道沿いの農家の納屋を修景するなど、地域が主体
となった景観形成が進められている。

○景観形成を契機とした地域づくりの展開
「コエグロ」づくり、石積み体験教室や落合集落ウォーキングの開催、休耕地を利用した

そば栽培、収穫体験など当地の農耕文化を継承する取組が展開されている。
傾斜地の斜面を利用した伝統的な農業を守り続け、等高線に沿った畝立てや石積みと

いった独自の技術や知恵を絞って形成された景観等は、未来に向けて持続可能なもので
あり、食と農の危機的状況や生態系の破壊など世界が直面する問題解決にもつながるも
のと評価され、本地区を含めた「にし阿波の傾斜地農耕システム」 が平成30年３月にＦＡＯ
（国際連合食糧農業機関）が定める世界農業遺産として認定された。

鳥取

島根
岡山

広島

山口
徳島

香川

愛媛 高知

【事業の概要】
工 期：平成14年度から平成18年度
受益面積：23.2ha
主要工事：農道４ヵ所、農業用用排水２ヵ所、

 農業用集落道３カ所、活性化施設１カ所、
農村公園１ヵ所、生態系保全施設４ヵ所
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【景観配慮のポイント】
平成17年に重要伝統的建造物群保存地区に選定された

ことを受け、認知度が向上し来訪者が増加。これを踏まえ、
農道整備に当たり、地域の特徴である石垣や里道を保全す
るため、当初計画の線形変更や延長縮小を実施。また、擁
壁緑化、石積み等の採用により周辺景観との調和を図った。

 また、景観形成を契機に当地の農耕文化を継承する各種
のイベントを開催している他、平成30年３月には、本地区を
含むエリアが世界農業遺産に認定。



※ にし阿波地域では、秋に刈り取ったカヤを束にし
て円錐形に積み上げたものを「コエグロ」と呼び、
「にし阿波の傾斜地農耕システム」を象徴するもの
のひとつとして継承されている。

コエグロで乾燥させたカヤは、細かく刻んで畑に
入れることで、土の肥やしとなり、土砂の流出を防
ぐ。また、雑草を抑え、冬の寒さや夏の暑さを和ら
げ、乾燥を防ぐ効果もある。

農道の路線計画変更

現況里道保全のため延長縮減（400m→280m）、屋敷の石垣を残すため

ルート変更を実施した。

工法・材料の変更

➀擁壁の緑化、②間伐材使用の防護柵

➀ ②

施工後の景観形成（修景された納屋の様子） 傾斜地の農耕を象徴するコエグロ※
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［ほ場整備における植栽による良好な農村景観の形成］
（国営農地再編整備事業「由仁地区」（北海道夕張郡由仁町）

北海道

【事業の概要】

工 期： 平成16年度から平成24年度
受益面積：1,094ha
主要工事：区画整理1,089ha、

農地造成５ha  等

○    事業に際し、南風による水稲の品質低下を防ぐため東西方向の農道に防風林を配する計画を検討。

地元の受益者のほか、商工会女性部、郷土資料研究会、ハーブ愛好家グループなど地域住民の参加を

得て、ワークショップを開催し、生態系や景観に配慮した防風林として植栽する樹木等を選定、植樹した

事例である。

○    農作物への日陰の影響を極力少なくするため、東西方向の農道の南側（延長約20km）と、南北方向に

延びる幹線道路に５ｍ間隔でミズナラを配置した。

○    地区の南北方向に延びる幹線道路に沿って、地域のシンボルとなる南北樹林帯（約１km）を計画し、ミ

ズナラの樹間に花が咲くミヤギノハギ、実が食べられるブラックベリーを植え、さらに根元には雑草対策と

してハーブのアジュガを植栽した。

○    防風林の維持管理は、受益農家で構成される管理組織により、下草刈り等の作業を実施。防風効果

が期待されるとともに、土地改良区の啓発活動により地域住民等に防風林の存在が広く知られるように

なった。

整備後（幹線道路に沿った南北樹林帯）植樹の様子（住民参加型直営施工） 写真提供：由仁町

【景観配慮のポイント】

   事業を契機に地域住民と受益者、町役場、土地改
良区、JA、国営農業事務所などとの連携による町お
こしの実現を目的とした「みんなでつくる農業・農村の
会」を設立。

40回以上のワークショップを開催し、多くのテーマに
ついて意見交換、計画立案及び実作業を実施し、ほ
場整備後の地域づくりと景観形成を担う体制づくりが
進められた。

防風林の植栽も取組の一環として、事業関係者間
の連携により実施された。事業完了後は土地改良区
によるPR活動等により防風林が周知され、景観資源
として住民への認知が広がった。
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○   傾斜地に立地する畑地帯において、区画整理、畑地かんがい施設等の整備を行い、生産性向上を
図り、併せて、現場で発生した石材（整備前の石積み畦畔資材）を利用して法面整備を行うことで従前
の景観の特徴を継承した事例である。

○    本地域は、標高140mから200mの丘陵地帯に広がる畑地帯であり、傾斜地での農地間の段差による
潰地を少なくし、ほ場の本地面積を確保するため、畦畔には古くから先人達の知恵により石積み畦畔
が取り入れられている。

○    現地では、火山活動で運ばれてきた火山噴出物の安山岩質の岩塊が多く発生することから、これら
を使用した石積み畦畔が、地域の特徴的な農村景観を形成している。

○    受益者から石積み畦畔を継承したいという意見が出たことから、現場から発生する石材を利用した石
積み工法による法面保護を事業計画に盛り込み、現場発生材を使用することで材料費、石材処分費用
が削減され、工事費縮減につながった。

【事業の概要】

工 期： 平成10年度から平成16年度
受益面積：43ha
主要工事：区画整理42ha、畑地かんがい
42ha 、施設用地等整備２か所

［ 畑地帯における現場発生材を利用し、従前景観（石積み畦畔）の特徴を継承した例］
（ 県営畑地帯総合整備事業 溜水・妙見地区（ 長崎県雲仙市））

福岡

佐賀

長崎 熊本

大分

宮崎

鹿児島

事業実施範囲

整備前

整備後

（参考）現場発生の岩塊

【景観配慮のポイント】

現場発生石材を活用することで、
事業費を縮減するとともに、景観的
な統一性を確保し、景観配慮の質
を高めている。

地元施工業者の石積み技術の
効果的な普及、継承が図られてい
る。

（参考）石積み畦畔の整備
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５ 構成と改定箇所（案）

〈改定理由凡例〉
（１）情勢変化等への対応
（２）地域づくりの留意点
（３）事例追加
◇語句修正等は除く。
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改定理由

（１）情勢変化等への対応

（１）情勢変化等への対応

（１）情勢変化等への対応

（１）情勢変化等への対応

（１）情勢変化等への対応

4.1.1　調査の進め方 （１）情勢変化等への対応

4.1.2　概査の実施 （１）情勢変化等への対応

4.1.3　精査の実施 （１）情勢変化等への対応

4.2.1　計画の進め方 （２）地域づくりの留意点

4.2.2　基本構想と景観配慮対策の検討 （１）情勢変化等への対応

4.2.3　景観配慮に係る維持管理計画の検討 （１）情勢変化等への対応

4.2.4　景観配慮計画の作成
（１）情勢変化等への対応

（３）事例追記（農道整備）

ー

―

（１）情勢変化等への対応

（２）地域づくりの留意点

（３）事例追記（ほ場整備、農道整備）

（２）地域づくりの留意点

（３）事例追記（農道整備）

6.1.1　施工時における対策 （３）事例追記（畑地整備）

6.1.2　地域住民等の参加による直営施工 ー

（２）地域づくりの留意点

（１）情勢変化等への対応

（１）情勢変化等への対応

（１）情勢変化等への対応

第１章　技術指針の目的と活用

第２章　農村景観の特徴と景観形成	

3.1　農業農村整備における景観形成の特徴	

3.2　農地・農業水利施設等が景観形成に果たす役割と留意事項

3.3　景観配慮対策の進め方

5.4　景観配慮対策の決定

6.1　施工

第３章　景観形成の基本的な考え方

4.1　調査

4.2　計画

第４章　調査及び計画

6.2　維持管理

農村景観の形成を契機とした地域づくりに関する参考資料

農業農村整備事業における景観配慮技術指針　用語集

引用文献・参考文献

目　　次

第５章　設計

第６章　施工及び維持管理

5.1　設計の進め方

5.2　設計条件の設定

5.3　景観との調和に配慮した設計の決定

５ 構成と改定箇所（案）

農業農村整備事業における景観配慮の技術指針の構成と改定箇所
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